
令和３年９月定例会 陳情 

 

令和３年陳情第４号 

東日本大震災被災者の医療費窓口負担の免除を求める要請書 
 
 
・受理年月日 
令和３年７月５日 
 
・陳情の要旨 
本県は先の東日本大震災以後、被災された国民健康保険及び後期高齢者医療制度の被保険者の

医療費窓口負担の免除を継続してきた。しかし住民税課税世帯は本年３月で打ち切り、非課税

世帯も本年12月で打ち切る方向で検討されることとなった。本協会で行ったアンケートでは４

月から負担が発生した人の半数以上が必要な受診ができていないこと、免除されている７割以

上の人が来年から負担が発生すればこれまで通り受診できないことが分かった。このままでは

被災された方が必要な受診ができず症状をさらに悪化させる恐れがある。 

ついては、被災された方の健康保持のため、下記項目について要請する。 

 

要請事項 

１ 免除が打ち切られた方の免除を復活させてください 

２ 現在免除されている方に対して2022年１月以降も免除を継続してください 

 

・陳情者 

盛岡市盛岡駅前通15-19 
フコク生命ビル8階 
岩手県保険医協会 会長 南部 淑文 

 

・処理結果 

本会議において報告しました。 

上記項目を記載した陳情文書表を、全議員及び本会議に出席した当局職員へ配付しました。 

 

 

 

  


